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主な内容主な内容

白銀のゲレンデに集合!

～雪の上の「POAN」キャンペーン～
富士見パノラマリゾート・富士見高原スキー場

【関連記事】� 2

特 集特 集

重いカバンをさげて通った学校、様 な々思いを抱え何十年と通った職場、いつもこの駅はそんな私たちを黙って見送ってくれました。
そして、今日もこれからも、そんな日々 が続いてほしい。地元駅が地元の皆さんの力でつくり守られてきたことに感謝して・・・

　　　　　  （11月2日 信濃境駅 開駅80周年記念式典　信濃境区長持ち）
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ンデに集合!ンデに集合!ンデに集合!

　
正
面
に
八
ヶ
岳
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
絶
景
ゲ

レ
ン
デ
は
、
ス
ノ
ー
マ
シ
ン
５５
機
の
フ
ル
稼
働
で
ベ

ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
！

　
変
化
に
と
ん
だ
3
キ
ロ
バ
ー
ン
で
、
初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
思
い
っ
き
り
滑
り
を
楽
し
め
ま
す
。

ふ
じ
ぱ
ら
の
楽
し
い
仲
間
「
ス
ノ
ー
モ
ブ
」
は
、
こ

の
冬
も
大
活
躍
、一
緒
に
遊
び
、
気
軽
に
無
料
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、ハ
イ
ウ
ェ
イ
利

用
者
割
引
開
始
と
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
の
遊
具
増
設
。

さ
ら
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
元
旦
・
デ
サ
ン
ト
ゴ
ー
ル

デ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
ズ
カ
ッ
プ
・
パ
ノ
ラ
マ
ジ
ュ
ニ
ア

運
動
会
・
ふ
じ
ぱ
ら
キ
ッ
ズ
デ
ー
（
1
〜
3
月
の

第
3
日
曜
日
）
等
イ
ベ
ン
ト
も
満
載
！�

　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
と
最
高
の
環
境
が
整
っ
た
ふ
じ
ぱ
ら
で
、
ど
う

ぞ
、こ
の
冬
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

“へんしん”スノーランド

富士見パノラマリゾート富士見パノラマリゾート

12/6■
オープン
12/6■
オープン

絶
景
ゲ
レ
ン
デ
で

　
　
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う

富士見パノラマ   イベント情報
★クリスマスサービスデー／12月23日（火･祝）

★元旦来場者サービス／餅つき・甘酒サービス

★ふじぱらキッズデー／1～3月の第3日曜日

★デサントゴールデンスキーヤーズカップ／

　　　　　　　　　　　2月28日（土） 3月1日（日）

★パノラマジュニア運動会／3月21日（土）

うちの町のスキー場うちの町のスキー場

富士見パノラマリゾート

☎62-5666
http://www.fujimipanorama.com/

Information

キャンペーンキャンペーンキャンペーン
プレゼント賞品

たくさんのご応募
お待ちしています

1等賞 ……八峯苑鹿の湯 宿泊券

　　　　　　 　1万円相当　5名様

2等賞 ……富士見町特産品詰め合わせ

　　　　　　 　3千円相当　10名様

3等賞 ……富士見パノラマリゾート

　　　　　　 　2009夏シーズン

　　　　　　　 ゴンドラ往復券1名分　50名様

4等賞 ……富士見高原ゆりの里

　　　　　　 　2009入園券1名分　50名様

土
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特特 集集 白銀のゲレ白銀のゲレ白銀のゲレ
富士見高原スキー場
笑顔の雪が降る･･･

富士見高原スキー場

12/22■
オープン

月12/22■
オープン

　
正
面
に
入
笠
山
を
望
む
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
、
思
い
思
い
の
滑
り
が
た
っ
ぷ
り
堪
能

で
き
る
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場
。

　
上
級
者
向
き
の
第
１
ゲ
レ
ン
デ
、
初
心
者
向
け

の
第
2
ゲ
レ
ン
デ
、
独
立
型
ソ
リ
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド

を
完
備
し
、
午
後
5
時
か
ら
の
ナ
イ
タ
ー
は
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
も
Ｏ
Ｋ
。

　
安
心
・
安
全
に
細
や
か
な
配
慮
が
行
き
届
き
、

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
安
心
し

て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
キ
ッ
ズ
に
人
気
の

ソ
リ
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
は
、
レ
ン
タ
ル
の
ス
ノ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
迫
力
満
点
。

　
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
に
は
、
キ
ン
ダ
ー
レ
ッ

ス
ン
も
開
校
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
、

日
曜
日
の
お
や
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
お
楽
し
み
は
盛

り
だ
く
さ
ん
。�

　
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場
で
、

ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

　
　
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
！

★オープニング／12月22日（月） リフト無料

★サンデープレゼント／1～3月の各日曜日におやつプレゼント

★新春餅つき大会／1月2日（金）

★どんど焼き／1月18日（日）

★第4回雪像コンテスト／2月15日（日）

★富士見の日感謝デー／2月23日（月） 抽選会他

★全日本ソリ最速王決定戦／3月22日(日)�

富士見高原スキー場   イベント情報

みんなで行こうよ!みんなで行こうよ!

富士見高原スキー場

☎66-2932
http://fujimikogen-resort.jp/ski/

Information

雪の上の 「ＰＯＡＮ」雪の上の 「ＰＯＡＮ」雪の上の 「ＰＯＡＮ」
　今シーズン富士見パノラマ・富士見高原の両スキー場をご利用いただき、

利用日が異なる券（※）をそれぞれ1枚ずつ所定のシートに貼り付け、ご応募

ください。抽選でプレゼントを差し上げます。
※富 士 見 パノラ マ……1日券またはキッズパーク券
※富士見高原スキー場……1日券またはソリスノーランド入場券

■応募シート　役場・各スキー場・観光案内所に備え付けの他、町ホームページ（信
　　　　　　　州富士見高原観光情報サイト http://www.fujimikougen.info/）
　　　　　　　からもダウンロードできます。
■応  募  先　〒399-0292　富士見町落合10,777　富士見町役場産業課  宛
　　　　　　　　または、各スキー場・観光案内所に備え付けの応募箱
■応 募 締 切　2009年3月15日(日)必着

〈お問い合わせ〉富士見町役場 産業課 商工観光係　☎62-9342

月
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【平成19年度に出されたごみの量】

【平成19年度のごみ処理費用】

見直そう! ごみの減量と資源化見直そう! ごみの減量と資源化見直そう! ごみの減量と資源化
―ごみの収集量と処理費用をお知らせします――ごみの収集量と処理費用をお知らせします―

　私たちの暮らしの中で、ごみになってしまう
ものを入手しないということは大変難しいこ
とで、ごみの発生・排出抑制や資源化が叫ば
れても、なかなかごみは減りません。ごみを処
理するためにも多額の費用がかかっています。
　これからの時代は、ごみを単に焼却処理す
るのではなく、分別することによりごみの大部
分をリサイクルすることが重要です。
　ごみの減量と資源化の推進は、私たち一人
ひとりの努力の積み重ねです。毎日出るごみ
をもう一度見直しましょう。ステーションに積まれた可燃ごみ 収集所に出された粗大ごみ

年間総排出量

１人1年当たり�

1人1日当たり

2,597.7ｔ

167.4�

459ｇ

298.8ｔ

19.3�

53ｇ

256.5ｔ

16.5�

45ｇ

燃えるごみ
（事業系を除く）

燃えないごみ 粗大ごみ
◎収集できない家電製品についてのお願い

　テレビ、冷凍庫、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、パソコンは、
家電リサイクル法などにより町では収集しません。粗大ご
み収集の際に出す人がいますが、絶対に出さないようお願
いします。これらの家電製品を処分する場合は、販売店等
にご相談ください。

（　）内の金額は、１人当たり１年間にかかった費用です。

◯ 諏訪南清掃センターの費用は、諏訪南行政事務組合ごみ処理事業特別会計の富士見町負担金額
事業系の可燃ごみは、事業者の責任で諏訪南清掃センターに搬入され、焼却処理は有料で行われています。
：注

◯注

家　庭

収集所 収集・運搬 処　理

燃
え
る
ご
み

燃
え
な
い
ご
み

粗
大
ご
み

収集運搬〔週2回〕
23,694千円（1,526円／人・年）

諏訪南清掃センター

焼却処理 121,244千円
（7,811円／人・年）

収集運搬〔燃えないごみ週1回〕
※粗大ごみの収集運搬費に含まれる

粗大ごみ処理施設

分別再資源処理
 38,178千円

（2,460円／人・年）

収集運搬〔粗大ごみ年4回〕
8,572千円（552円／人・年）

※燃えないごみの収集運搬費を含む

燃えるごみは、すべて諏訪南清掃センター
に運ばれ、焼却処理します。
　 燃えるごみを処理するための費用は
　　144,938千円 （9,337円／人・年）

燃えないごみと粗大ごみは南諏衛生センターの粗大ごみ処理施設に運ばれ、燃え
ないごみは鉄・アルミ・その他に分別され、鉄とアルミはリサイクルします。
粗大ごみは、可燃・不燃に分け、できるだけリサイクルするよう細かく分別します。
　 燃えないごみ、粗大ごみを処理するための費用は　46,750千円 （3,012円／人・年）�

▲

▲



　 財総務課 文書情報係　☎62-9321　　9321
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告知放送システム加入のお願い告知放送システム加入のお願い告知放送システム加入のお願い

有

告知放送システム受信機設置工事について

　平成21年４月の告知放送システム運用開始に伴い、本年５月より同システ

ムへの加入申し込みを受け付けています。

　告知放送システムについては、広報ふじみ４月・５月号でお知らせしました

が、現在の有線放送電話は老朽化により、平成22年３月31日をもって廃止

します。放送機能については、町からの行政情報、小中学校からのお知らせ、

火災・防災情報、緊急放送、地区等での行事・お悔やみのお知らせ等、必要不

可欠なことから、ＬＣＶのケ―ブルテレビ回線を使用して継続します。

　安全で安心な生活を送るために、申し込みをされていないご家庭もぜひ加入

をお願いします。全世帯・事業所等が加入いただけるよう、端末機（受信機）・

接続工事費等は、一世帯（一事業所）１台に限り町が負担します。なお、加入

後の使用料は、端末機１台につき月額400円程度となります。�

　ＬＣＶケ―ブルテレビ回線の未施行により一部加入できない地域もあります

が、加入いただけるよう整備を進めますのでご了承ください。

　平成21年４月の告知放送システム運用開始に向け、加入申し込みをされた家庭・事業所を対象に、10月

より受信機（端末機）及びスピ―カ―の設置工事を行っています。

　告知放送システムの設置工事は、町が指定したＬＣＶ株式会社より随時連絡を差し上げ、日程調整をいた

しますので、連絡がありましたら都合のよい日を指定してください。設置場所は、工事の当日、工事担当者

に指示をしてください。なお、受信機の設置には電源が必要となりますので、なるべく電源（コンセント）

の近くに設置するようお願いします。

　設置工事は、10月から来年１月の４ヶ月間に地区ごとに分けて行う予定です。工事対象となる地区は、

その都度、町のホ―ムペ―ジ・有線放送及び各地区への文書でお知らせしますので、ご協力をお願いします。

端末機
（受信機）

スピーカー

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
20
年
度

町
政
功
労
者
表
彰

町
政
功
労
者
表
彰

町
政
功
労
者
表
彰

　
11
月
11
日
、
平
成
20

年
度
町
政
功
労
者
表
彰

を
行
い
、
３
名
の
方
及

び
１
社
を
表
彰
い
た
し

ま
し
た
。

　
ご
厚
志
に
感
謝
し
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
平
出
良
一 

様 

（
上
田
市
）

　
私
財
（
葛
窪
区
内
の
土
地
１
筆
、
評
価
額
５
１
２
万
３
千
円
）

　
を
町
に
寄
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

◆
西
日
本
放
送
株
式
会
社 

様 

（
香
川
県
高
松
市
）

　
社
有
地
（
池
の
十
別
荘
地
内
11
筆
、
評
価
額
２
億
４ 

４
１
８

　
万
３
千
円
）
を
町
に
寄
附
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

◆
内
田
み
し
ば 

様 

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
私
財
（
現
金
１
千
万
円
）
を
小
学
校
施
設
整
備
資
金
と
し
て

　
町
に
寄
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

◆
三
井
文
子 

様 

（
富
士
見
町
富
士
見
）

　
私
財
（
現
金
２
０
０
万
円
、
故
三
井
春
富
氏
遺
志
金
）
を
　

　
一
般
寄
附
と
し
て
町
に
寄
附
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

,

問
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Ｑ
1
　
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
現
在
の

　
南
中
学
校
の
生
徒
は
、
ど
の
よ
う
な
方

　
法
で
通
う
の
か
。

Ａ
　
中
学
校
統
合
推
進
委
員
会
の
通
学
部

　
会
等
で
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。
基
本

　
的
に
は
バ
ス
を
出
す
方
向
で
考
え
て
い

　
ま
す
が
、
葛
窪
か
ら
信
濃
境
駅
ま
で
来

　
て
そ
こ
か
ら
電
車
と
い
う
方
法
や
、
境

　
か
ら
バ
ス
を
回
す
方
法
な
ど
が
考
え
ら

　
れ
ま
す
。
今
後
部
会
等
で
詰
め
て
い
き

　
ま
す
。

Ｑ
2
　
富
士
見
町
の
図
書
館
は
、
同
規
模

　
の
市
町
村
で
は
日
本
一
と
し
て
良
い
評
価

　
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
図
書
館
の

　
使
用
料
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
せ
め
て

　
大
人
だ
け
で
も
電
気
代
の
関
係
か
ら
使

　
用
料
を
設
定
す
れ
ば
良
い
と
思
う
。

Ａ
　
お
金
は
頂
く
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
3
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
中
学
生
が

　
毎
年
交
流
し
て
い
る
が
、こ
の
交
流
が
始

　
ま
っ
て
か
ら
、
向
う
か
ら
富
士
見
町
へ
来

　
た
の
が
確
か
3
回
位
だ
っ
た
。
相
互
交
流

　
か
ら
し
て
も
、一
方
通
行
の
よ
う
な
気
が

　
す
る
。
向
こ
う
の
事
情
も
あ
る
が
、
ぜ
ひ

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
市
長
に
も
2
〜
3

　
年
若
し
く
は
5
年
に
一
度
は
来
て
い
た
だ

　
け
る
よ
う
、
お
願
い
を
し
て
欲
し
い
。
ま

　
た
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
人
や
関

　
係
の
あ
る
人
で
夏
休
み
に
で
も
、パ
ノ
ラ

　
マ
リ
ゾ
ー
ト
で
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
へ
も
メ
ー
ル

　
を
送
っ
た
が
、
余
り
相
手
に
さ
れ
な
い
の

　
で
、
町
か
ら
も
お
願
い
を
し
て
い
た
だ
き

　
た
い
。

Ａ
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
物
価

　
が
異
な
っ
て
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

　
ド
か
ら
来
る
こ
と
は
経
済
的
に
大
変
厳

　
し
い
よ
う
で
す
。
再
来
年
（
御
柱
）
に
は

　
来
る
こ
と
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ニ

　
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
費
用
に
つ
い
て

　
は
、
で
き
る
限
り
負
担
が
無
い
よ
う
に

　
富
士
見
町
で
支
出
し
て
い
ま
す
。
パ
ノ

　
ラ
マ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
実
際

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
お
い
で
い
た

　
だ
か
な
い
と
実
現
は
難
し
い
と
思
い
ま

　
す
が
、
具
体
的
な
ご
提
案
が
あ
り
ま
し

　
た
ら
、
お
願

　
い
し
ま
す
。

Ｑ
4
　
高
原
中

　
学
校
の
前
の

　
道
（
北
通
り

　
線
）
を
何
故

　
あ
ん
な
に
大

　
き
く
し
た
の

　
か
教
え
て
欲

　
し
い
。

Ａ
　
歩
道
ま
で
入
れ
て
幅
員
が
16
ⅿ
で
す
。

　
で
き
上
が
り
に
つ
い
て
は
、
旧
富
士
製

　
鋸
の
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
だ
け
ば
わ
か

　
り
ま
す
が
、
そ
う
大
き
な
道
路
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
歩
道
を
両
側
に
取
り
２
車

　
線
の
道
路
で
す
。
10
年
ほ
ど
前
に
計
画

　
さ
れ
、
拡
幅
道
路
周
辺
に
は
、
高
原
中
学

　
校
、
グ
リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

　
商
工
会
、
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ

　
ラ
ザ
、
体
育
館
、
役
場
な
ど
町
の
中
心
と

　
な
る
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
し
か

　
し
冬
場
に
な
る
と
ス
リ
ッ
プ
し
て
危
険

　
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
中
心
と
な
る
施
設

　
等
に
安
心
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
道
と

　
考
え
、つ
く
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
5
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
予
算

　
も
付
け
て
い
た
だ
い
て
電
気
柵
を
区
内

　
に
設
置
し
て
い
る
が
、
そ
の
柵
の
中
に
サ

　
ル
や
鹿
が
い
て
な
か
な
か
被
害
も
減
ら

　
な
い
。
今
後
ど
の
様
に
有
害
鳥
獣
対
策

　
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く
か
を
教
え
て

　
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
現
在
、
木
の
間
地
区
の
電
気
柵
を
設

　
置
し
て
お
り
、
こ
れ
が
終
わ
る
と
西
山

　
方
面
は
大
体
一
巡
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

　
八
ヶ
岳
方
面
へ
移
っ
て
い
き
ま
す
。
町

　
と
し
て
は
、
県
知
事
と
お
話
し
す
る
会

　
で
も
有
害
鳥
獣
の
こ
と
は
言
い
続
け
て

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

■
１１
月
4
日
（
会
場
…
西
山
保
育
園
）

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

住
民
懇
談
会 

報
告

住
民
懇
談
会 

報
告

住
民
懇
談
会 

報
告 

―

�
平
成
２１
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る

　
基
本
方
針

�
平
成
１９
年
度
決
算
と
２０
年
度
予
算

　
の
状
況

�
開
発
公
社
の
状
況

�
土
地
開
発
公
社
の
状
況

�
小
・
中
学
校
の
状
況
等
に
つ
い
て

�
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

（
旧
渡
辺

　
別
荘
の
取
得
要
望
、
告
知
放
送
、
防

　
災
行
政
無
線
、
区
・
集
落
組
合
へ
の

　
加
入
促
進
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
平
成

　
２１
年
度
区
振
興
補
助
金
）

北通り線北通り線

〔
町
か
ら
の
説
明
事
項
〕

　
町
で
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
主
な
施
策

の
報
告
と
皆
さ
ん
か
ら
の
町
政
に
対
す

る
ご
意
見
を
伺
う
機
会
と
し
て
、
住
民
懇

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
町
内

5
箇
所
の
会
場
に
3
3
4
人
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
か
ら
は
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
・
各
課
長
が
出
席
し
、

行
財
政
等
の
報
告
と
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
の
う

ち
い
く
つ
か
を
回
答
（
要
旨
の
み
）
と
合

わ
せ
、ご
紹
介
し
ま
す
。

11月4日 西山保育園11月4日 西山保育園
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― 住民懇談会  報告 ―

■
１１
月
8
日

　
（
会
場
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
）

■
１１
月
5
日
（
会
場
…
清
泉
荘
）

■
１１
月
6
日
（
会
場
…
落
合
小
学
校
）

■
１１
月
7
日
（
会
場
…
本
郷
小
学
校
）

住
民
懇
談
会
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.fujim
i.nagano.jp

）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　 

総
務
課 

企
画
統
計
係�

　
　 

☎
６
２
‐
９
３
３
２
　
　
９
３
３
２

協働の電気柵設置作業協働の電気柵設置作業

お
り
、
お
力
添

え
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

個
体
数
の
調
整

を
す
る
た
め
に
、

猟
友
会
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご

協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
全
体
的
に
は
、

　
数
を
減
ら
す
し
か
方
法
は
な
い
と
思
い

　
ま
す
。
県
や
国
の
補
助
金
を
有
効
に
利

　
用
し
、
今
後
も
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

　
き
ま
す
。
昨
年
の
駆
除
実
績
は
、
鹿
４
０

　
４
頭
・
猿
１
３
０
頭
・
そ
の
他
猟
友
会
独

　
自
の
猟
や
自
動
車
事
故
等
で
、
年
間
40

　
〜
50
頭
は
減
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
6
　
小
中
学
校
の
統
合
も
あ
る
が
、
保

　
育
園
の
統
合
に
つ
い
て
も
考
え
た
ら
ど

　
う
か
。
西
山
保
育
園
と
富
士
見
保
育
園

　
と
は
目
と
鼻
の
先
で
あ
り
、
町
の
考
え
が

　
甘
い
の
で
は
。

Ａ
　
平
成
12
年
に
町
の
保
育
園
統
合
整
備

　
計
画
よ
り
答
申
書
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

　
に
基
づ
い
て
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
答

　
申
書
に
は
、「
様
々
な
状
況
が
あ
る
の
で

　
今
後
行
動
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す

　
る
こ
と
」と
い
う
但
し
書
き
が
あ
り
ま
す
。

　
保
育
園
の
場
合
は
、
学
校
と
違
っ
て
通

　
学
区
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
、
保
護

　
者
の
希
望
で
保
育
園
を
選
択
し
て
い
た

　
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。富
士
見
保
育
園
・

　
西
山
保
育
園
は
、
ほ
ぼ
定
員
で
推
移
し

　
て
お
り
、
近
く
て
も
統
合
と
い
う
訳
に

　
は
い
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
7
　
す
ず
ら
ん
バ
ス
に
つ
い
て
、
夕
方
の

　
便
が
何
も
な
い
の
で
通
勤
の
と
き
に
と

　
て
も
困
り
ま
す
。

Ａ
　
す
ず
ら
ん
号
の
運
行
は
、
町
か
ら
商

　
工
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
平

　
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

　
10
人
乗
り
３
台
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ト
・
運
行
時
間
等
を
検
討
す
る
委

　
員
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
検

　
討
し
ま
す
。

Ｑ
8
　
補
助
事
業
と
い
う
制
度
が
少
な
く

　
な
り
自
営
工
事
と
い
う
形
で
ど
う
し
て

　
も
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ

　
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
私
た
ち

　
は
素
人
で
す
の
で
、
測
量
や
設
計
も
で
き

　
な
い
の
が
事
実
で
す
。
そ
ん
な
時
は
役
場

　
へ
お
願
い
し
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

　
の
も
事
実
で
す
が
、
自
営
工
事
を
行
う

　
際
に
は
設
計
、
測
量
等
は
業
者
へ
と
い
う

　
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。
私
ど
も
と
す
れ
ば
、

　
自
営
工
事
を
す
る
際
に
、
役
場
の
担
当

　
の
方
に
お
願
い
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る

　
の
か
、
そ
う
で
な
い
か
お
聴
き
し
た
い
。

Ａ
　
現
在
は
町
の
職
員
が
お
手
伝
い
を
し

　
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
や

　
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全
て
に
お
い
て
町

　
の
職
員
で
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
無

　
理
も
あ
る
か
と
思
い
ま
が
、
区
に
は
協

　
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
相

　
談
を
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
な
る
べ
く

　
ご
要
望
に
は
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

　
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
9
　
資
料
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
少
子

　
化
対
策
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
少
子
化
・
高

　
齢
者
対
策
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
な

　
い
か
。

Ａ
　
こ
の
内
容
は
、
重
点
項
目
で
す
の
で
、

　
高
齢
者
を
は
ず
す
と
い
う
こ
と
は
一
つ

　
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
課
題
が
あ
る
と

　
い
う
こ
と
で
掲
げ
ま
し
た
。
少
子
化
対
策

　
子
育
て
支
援
と
い
う
の
は
、
町
全
体
、
大

　
き
な
地
区
で
も
出
生
率
が
１
人
か
ら
２

　
人
で
、
子
ど
も
の
総
体
数
が
減
っ
て
き
て

　
お
り
、
何
が
課
題
で
増
え
な
い
の
か
行
政

　
と
し
て
も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と

　
い
う
こ
と
で
、
重
点
課
題
に
掲
げ
た
項
目

　
で
す
。
予
算
を
組
ん
で
い
く
場
合
に
つ
い

　
て
も
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
お
金
を
高
齢

　
者
対
策
に
使
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
１０
　
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
の
再
生
に
つ

　
い
て
の
説
明
で
は
、
現
在
雇
用
か
ら
資
材

　
（
食
材
）
の
調
達
等
で
町
内
に
5
億
円
の

　
経
済
効
果
が
あ
る
と
言
っ
た
が
、
今
後
こ

　
の
不
況
の
時
代
に
計
画
通
り
遂
行
で
き

　
る
か
不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
。
更
に
町
と

　
し
て
税
金
を
注
ぎ
込
ん
で
い
く
の
か
に

　
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
そ
の
不

　
幸
が
一
番
悪
い
形
で
、
富
士
見
町
ま
た

　
町
民
へ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
努
力
を
続

　
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
状
態
に
あ
る
も

　
の
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に
生
か
し
な
が

　
ら
、
今
与
え
ら
れ
た
課
題
を
最
大
の
力

　
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く

　
か
と
い
う
こ
と
に
力
を
尽
く
し
て
い
く

　
こ
と
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

有
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主
に
、
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

や
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

該
当
し
ま
す
。

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
は
給
与

等
の
支
払
者
（
事
業
所
等
）
か
ら
、
ま
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
社

会
保
険
庁
等
の
支
払
者
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
が
満
期
に
な

っ
た
場
合
や
解
約
等
に
よ
り
保
険
金
を

受
け
取
っ
た
場
合
は
、
所
得
税
や
住
民

税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
一
時
金

の
支
払
証
明
書
」
、
「
損
害
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
満
期
返
戻
金
の
支
払
証
明
書
」

等
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
な
お
、
契
約
金
の
受
取
人
と
保
険
料

負
担
者
と
被
保
険
者
と
の
関
係
に
よ
り

税
の
種
類
が
異
な
り
ま
す
。）

　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配
分

金
支
払
証
明
書
」
や
「
個
人
年
金
支
払

証
明
書
」
等
が
該
当
し
ま
す
。

　
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
（
営
業
・

農
業
・
不
動
産
）
は
、
総
収
入
金
額
及

び
必
要
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
計
算

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
平
成
18
年
分
か
ら
農
業
所
得
は

全
て
「
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
」
に
移

行
し
ま
し
た
。
収
支
計
算
で
お
困
り
の

方
等
は
、
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
作

成
指
導
会
（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
や
産
地
づ

く
り
交
付
金
等
の
収
入
は
、
農
業
所
得

と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

�
社
会
保
険
料

　
　
国
民
年
金
保
険
料
及
び
国
民
年
金

　
基
金
の
掛
け
金
に
つ
い
て
、
「
社
会
保

　
険
料
控
除
」
の
摘
要
を
受
け
る
場
合
は
、

　
こ
れ
ら
の
支
払
証
明
書
を
添
付
し
ま
す
。

�
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
及

　
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

　
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

　
役
場
か
ら
１
月
下
旬
ま
で
に
納
付
済

　
額
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、

　
納
付
額
を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
も

　
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
間
支
払
額
等
の
証
明
書
が
保
険
会

社
等
か
ら
契
約
者
宛
に
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
告
時
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
一
つ
の
損
害
保
険
契
約
に
、
地

震
等
損
害
契
約
と
長
期
損
害
契
約
の
両

方
の
保
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
ご
本
人

の
選
択
に
よ
り
い
ず
れ
か
一
方
の
保
険

の
み
が
該
当
と
な
り
ま
す
。

　
「
医
療
費
控
除
」
は
年
末
調
整
で
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
１
年
間
の
医
療
費
や
薬
代

　
　
控
除
の
対
象
は
、
医
師
、
歯
科
医

　
師
に
よ
る
診
療
や
治
療
の
費
用
、
ま

　
た
医
療
や
治
療
の
た
め
の
医
薬
品
の

　
購
入
費
等
で
、
そ
れ
ら
の
領
収
書
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
予
防

　
を
目
的
と
し
た
人
間
ド
ッ
グ
・
そ
の

　
他
の
健
康
診
断
や
、
疾
病
予
防
又
は

　
健
康
増
進
の
た
め
の
医
薬
品
・
栄
養

　
ド
リ
ン
ク
等
の
費
用
は
対
象
に
な
り

　
ま
せ
ん
。

◆
収
入
に
関
す
る
書
類

◆
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る
額
の
証
明
書
類

源
泉
徴
収
票

雑
所
得
に
関
す
る
も
の

忘
れ
や
す
い
農
業
収
入

収
支
内
訳
書
や

青
色
申
告
決
算
書

生
命
保
険
料
（
一
般
・
個
人
年
金
）

や
地
震
保
険
料
控
除

社
会
保
険
料
控
除

医
療
費
控
除

保
険
等
の
満
期
や
解
約
返
戻
金

住
民
税
・
所
得
税

申 

告 

情 

報
第
１
回

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
年
が
明
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
住
民
税
や
所
得
税

（
確
定
）
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
申
告
の
際
に
「
収
入
額
」
や
「
支
払
額
」
な
ど
を
証
明
す
る
も
の
は
、
申
告
書
と
一
緒
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
そ
の
証
明
書
類
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
申
告
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〈所得及び申告に関する
　　　　　 お問い合わせ〉

財務課 町民税係
  ☎62-9122   　9122有
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― 申告情報  第1回 ―

�
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
施
設
サ

　
ー
ビ
ス
費
用
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
用

　
　
介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
受
け
ら

　
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
介
護
老
人
福
祉

　
施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設
等
の
利

　
用
料
等
や
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

　
自
己
負
担
分
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
と
住
民
税

の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

税
率
の
変
更
に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少

し
た
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
充
分

に
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
申
告
す
る
こ

と
に
よ
り
翌
年
の
住
民
税
か
ら
控
除
で

き
る
措
置
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
（
平
成
18
年
12
月
末
ま
で
に

入
居
し
た
方
が
対
象
）
該
当
す
る
方
は
、

毎
年
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

町内の医療費控除の対象となる
　　　　　　　　　介護関係施設

町内施設医療費控除の対象施　設　名

恋月荘
紅林荘

あららぎ

小池医院

介護老人
福祉施設

特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設

介護療養型
医療施設

施設サービス費（食
事含む）の自己負
担額の2分の1に
相当する金額

施設サービス費（食
事含む）の自己負
担額

『
農
業
所
得
の
収
支

    

内
訳
書
作
成
指
導
会
』

　
町
で
は
、
次
の
日
程
で
農
業
所

得
の
収
支
内
訳
書
作
成
指
導
会
を

開
催
し
ま
す
。
収
支
内
訳
書
作
成

に
お
困
り
の
方
、
不
明
な
点
が
あ

る
方
は
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
（
青

色
申
告
者
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。）

◆
期
　
　
日

　
12
月
9
日
（
火
） 

　
　
　
境
地
区
・
鳥
帽
子
区

　
12
月
10
日
（
水
）

　
　
　
落
合
地
区
・
乙
事
区

　
12
月
11
日
（
木
）

　
　
　
富
士
見
地
区
・
立
沢
区

◆
時
　
　
間

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

◆
場
　
　
所

　
役
場
３
階
　
会
議
室

◆
持

ち

物

①
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の
（
出

　
荷
伝
票
・
籾
受
通
知
書
・
農
業

　
用
の
通
帳
他
）

②
支
払
い
を
し
た
領
収
書
（
口
座

　
引
落
の
場
合
は
通
帳
と
月
別
明

　
細
書
）

③
農
機
具
等
使
用
機
械
の
詳
細
（
名

　
称
・
数
量
・
取
得
年
月
日
・
購

　
入
価
格
等
）

④
印
鑑
（
認
印
）
、
そ
の
他
必
要
と

　
思
わ
れ
る
も
の

　
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
に
は
、
固

定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
事
業
所
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を
１
月
末
日

ま
で
に
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る
市
町
村

に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
２１
年
度
申
告
に
お
い
て
は
、
償
却

資
産
の
増
減
申
告
の
他
、
平
成
２０
年
度
税

制
改
正
に
よ
り
、
耐
用
年
数
省
令
が
改
正

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
送
付
し
ま
す

申
告
書
の
う
ち
、
一
品
申
告
の
申
告
者
に

つ
い
て
は
、
種
類
別
明
細
書
の
な
か
の
耐

用
年
数
欄
を
改
正
後
の
年
数
を
赤
○
で
修

正
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
企
業
電
算
申
告
を
し
て

い
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
全
申
告
を
す

る
際
に
改
正
後
の
耐
用
年
数
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
が
、

資
産
の
申
告
が
必
要
な
事
業
所
の
方
で
12

月
25
日
を
過
ぎ
て
も
お
手
元
に
申
告
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
関
係
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

　
会
社
や
工
場
、
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人
が
、
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
構
造
物
、
機
械
及
び
装
置
、
車

両
及
び
運
搬
具
、
工
具
・
器
具
及
び
備
品

の
う
ち
、
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
費
が
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
の
所
得
の

計
算
上
、
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
無
形
減
価
償
却
資
産
（
鉱
業
権
、

漁
業
権
な
ど
）
や
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

〈
構
造
物
〉

　
門
、
塀
、
広
告
塔
、
下
水
道
、
舗
装
路
面
、

　
給
水
タ
ン
ク
、
緑
化
施
設
、
土
地
へ
定

　
着
し
て
い
る
施
設
、
そ
の
他
移
動
で
き

　
る
簡
易
建
物
な
ど

〈
機
械
及
び
装
置
〉

　
金
属
加
工
機
械
、
印
刷
機
械
、
運
搬
機

　
械
（
コ
ン
ベ
ア
、
ク
レ
ー
ン
な
ど
）
、
土

　
木
建
設
機
械
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
パ
ワ

　
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
）
そ
の
ほ
か
製
造
加

　
工
な
ど
に
使
用
す
る
機
械
及
び
装
置
な

　
ど

〈
車
両
及
び
運
搬
具
〉

　
自
転
車
、
構
内
運
搬
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ

　
フ
ト
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
そ
の
ほ
か

　
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象

　
と
な
ら
な
い
も
の

〈
工
具
・
器
具
及
び
備
品
〉

　
机
、
イ
ス
、
ロ
ッ
カ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
・

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器
、
応
接
セ

　
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
冷
暖
房
機
、

　
洗
濯
機
、
カ
ラ
オ
ケ
機
器
、
各
種
自
動

　
販
売
機
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
医
療
用
器
具
、

　
測
定
器
具
、
取
付
器
具
、
電
話
・
通
信

　
設
備
、
そ
の
ほ
か
什
器
・
備
品
な
ど

　 

財
務
課 

資
産
税
係

　 

　
�
６
２
‐
９
１
２
４
　
　
９
１
２
４

◆
「
償
却
資
産
」
と
は

償
却
資
産 

申
告
の
お
知
ら
せ

償
却
資
産 

申
告
の
お
知
ら
せ

問

有
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町
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118

月・火・木曜日

午前9時30分より

役場3階会議室

12月17日（水）
1月14日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

号

第

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成20年12月1日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

36

第
1
回
中
学
校
統
合
推
進
委
員
会
開
催

第
1
回
中
学
校
統
合
推
進
委
員
会
開
催

　
１０
月
１８
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
に
て
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
主
催
「
平
成
２０
年
度
富
士
見
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
母
親
委
員
会
主
催

の
講
演
会
と
教
育
問

題
研
究
委
員
会
を
統

合
し
、
効
率
化
を
図

っ
て
好
評
で
あ
っ
た

昨
年
の
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
引
き
継
ぎ
、

今
年
度
も
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
講
師
に
は
、

東
海
大
学
付
属
第
三

高
等
学
校
の
教
諭
で

国
語
科
を
専
門
と
さ
れ
、

95
年
よ
り
性
教
育
の

授
業
を
担
当
し
県
内

の
小
中
学
校
、
高
校
、

養
護
学
校
な
ど
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
方
で
、
富
士
見
で
も
お
馴

染
み
の
佐
藤
良
裕
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
見
直

そ
う
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て

性
の
話
を
〜
」
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
単
Ｐ
会
長
・
副
会
長
を
中
心
に
６
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
講
演
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
散
会
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
親
と
し
て
は
難
し
い
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
佐
藤
先
生
か
ら
の

感
想
で
す
が
、
お
父
さ
ん
の
参
加
者
が
多
く
、
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
来
年
も
多
く
の
お
父
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
富
士
見
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
会
長
　
平
出
　
浩
志

分散会にて分散会にて

　
１１
月
１２
日
、
富
士
見
高
原
中
学
校
に
て
第
１
回
統

合
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
約
８０
名
と
一
般
参
加
者
を
前
に
矢
嶋
町
長
よ

り
、
「
同
じ
町
に
育
つ
子
ど
も
が
同
じ
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
全
て
の
人
が
力
を
寄
せ
あ
う
、
そ
の
た
め

の
道
が
つ
く
ら
れ
た
。
気
づ
い
た
課
題
は
す
べ
て
拾

い
、
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
を
整
え
て
い
く
、

今
日
が
そ
の
ス
タ
ー
ト
の
日
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
続
い
て
小
林
教
育
長
よ
り
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず

富
士
見
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
、
子
ど
も
の
夢
や
希

望
を
尊
重
し
、
開
校
前
に
十
分
な
交
流
を
す
る
こ
と
、

理
念
や
目
標
を
語
り
合
い
、
新
し
い
発
想
を
取
り
入

れ
る
こ
と
、
地
域
住
民
と
と
も
に
あ
る
、
地
域
と
の

太
い
絆
に
結
ば
れ
た
中
学
校
を
目
指
す
こ
と
、
と
の

開
校
理
念
が
示
さ
れ
、
第
１
回
部
会
（
校
名
、
校
歌
、

校
章
、
制
服
、
通
学
・
施
設
備
品
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
統
合
推
進
委
員
会
、
部
会
の
内
容
は
、
随
時
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲新中学校開校理念について話す小林教育長

両校交 流計画

保護者の皆さんの
高原中学校見学

両校交 流計画

保護者の皆さんの
高原中学校見学

㈰学習発表会見学（１年生）

　12月8日（月）南中生が高原中へ

　2月27日（金）高原中生が南中へ

㈪スキー教室交流（パノラマスキー場）

　1月9日（金）1・2年生

㈫百人一首交流会（全校）

　1月23日（金）南中生が高原中へ

㈰12月8日（月）学習発表会時

㈪1月19日（月）高原中授業参観時

　来年度にかけて、部活動、生徒会、

行事関係の交流を計画していきます。
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八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

　今月で2008年ともお別れですね。みなさんにと
ってどんな1年でしたか？ 私は元素記号とか、中性
子・陽子に興味を持った年で、そんな本ばかり読ん
でいます。 来年も良い１年になりますように。 （Ａ）

　
最
近
、
食
に
関
す
る
事
故
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
命
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
重
大
な

問
題
で
す
。

　
私
た
ち
は
７
年
前
、
農
村
の
発
展
を
志
す
人
々

が
連
携
を
密
に
し
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
り

の
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
活
動
の
一
環
と
し
て
地
産
地
消
を
目
指
し
、

子
ど
も
た
ち
に
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
地
元
の

安
心
安
全
な
旬
の
野
菜
、
果
物
、
手
作
り
味
噌

等
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
給
食
に
使
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
納
品
の
際
に
は
、
地
元
の
農
業
の
こ
と
、
食

物
の
こ
と
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
り
、
試

食
会
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
が
少
し
で
も
「
食
育
」
の
お
役
に

た
て
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
　
　
平
出
　
具
子

教育委員会だより

12月21日（日）は家庭の日です。家の片付けや掃除を家族が協力して行い、良い年を迎えましょう。

特
集

「
進
路　
私
流
」

「
進
路　
私
流
」

「
マ
ン
マ
ミ
ー
ア
」
と
の
出
会
い

小
池 

紗
代
さ
ん

学校教育支援リーダーバンク
― 登録者募集―
学校教育支援リーダーバンク
― 登録者募集―

　教育委員会では、子どもたちのために

学習支援・介助などお手伝いしていただ

ける方を募集いたします。

　事前に登録いただき、町内小中学校の

依頼に応じて支援をいただくものです。

教員免許保持者、伝統文化の継承者、

日本語指導員、介助員など、子どもた

ちのために知識や技術を提供していた

だける方　

問 総務学校教育係
　　　☎62-9235　　9235

と
も

こ

こんな方を募集

役場1階窓口、コミュニティ・プラザ内

生涯学習課に備え付けの用紙に記入い

ただくか、下記までお電話ください。

登録いただくには

　
私
は
、
カ
フ
ェ
&
雑
貨
の
お
店
「
マ

ン
マ
ミ
ー
ア
」
で
働
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
週
末
は
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
の
で
美
容
ス

タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
の
仕
事
も
し
て

い
ま
す
。�

　
も
と
も
と
美
容
も
カ
フ
ェ
も
大
好

き
な
私
に
と
っ
て
、
今
の
仕
事
は
全

部
が
叶
う
素
敵
な
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
が
多
く
自
分
の
進

路
に
対
し
て
決
め
か
ね
て
い
た
時
、

今
の
仕
事
に
出
会
い
ま
し
た
。
実
際

に
働
く
と
い
う
こ
と
は
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
い
し
、
時
に
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
辛
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
お
客
様
の
喜
ぶ
顔
、

お
客
様
か
ら
頂
い
た
言
葉
が
私
を
支

え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の

仕
事
に
は
多
く
の
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
部
門
責
任
者
を
目
指
し
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
も
早
く
一
人

前
に
な
り
た
い
で
す
。

　
迷
っ
て
し
ま
っ
た
時
こ
そ
、
ま
ず

自
分
の
興
味
あ
る
事
、
好
き
な
事
を

通
し
て
、
楽
し
い
と
思
え
る
事
を
た

く
さ
ん
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 スタッフと（左端が小池さん）

有

問
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　　　　　　　　地球上の水は循環を繰り返しています。海の水が太陽の熱で暖められて蒸発し、

それが雲になり、雨や雪となってまた川や海に流れ・・・その繰り返しのおかげで、私たちは水がな

くなることなく生活できています。そして、私たちが使った水もこの循環の中にあります。台所や

お風呂、トイレなど家庭からでる生活廃水、また、工場からでる工場廃水などの使った水を集めて

きれいにし、川や海に戻す施設が「下水道」なのです。

●清潔で快適なくらしを守ることができます‥‥汚水をためることなく流せる、「水洗トイレ」が使えるよ
　　うになるため、清潔で快適な生活ができ、住みよい環境の町になります。

●川や海の水がきれいになります‥‥家庭や工場から出た汚水は、下水道管で終末処理場に集められ、き
　　れいにしてから川に流されます。そのため、魚などの生物が住むことができる清流がよみがえります。

防災講演会防災講演会住民基本台帳閲覧状況の公表住民基本台帳閲覧状況の公表
　平成20年４月１日～平成20年９月30日までの閲

覧状況を公表します。なお、住民基本台帳の閲覧は、

公共・公益目的等で使用する場合に限定されています。

　近年災害発生時の対応に対する住民ニ－ズ

が高まってきています。各区に設置された自

主防災組織の人的な機能を高め、また住民の

防災への意識高揚を図るため、「災害に今どう

備えていくか」を課題に講演会を開催します。

申し込みは不要です。ぜひ、ご参加ください。

■日　時　12月13日（土） 午後7時～9時

■会　場　コミュニティ・プラザ　大会議室

■講　師　岡谷市社会福祉協議会事務局次長

　　　　　　宇 治 昌 彦  氏

■講演テ－マ

　　　　　「災害から学ぶこと」
　　　　　　 ～平成18年豪雨災害を経験して～

■その他　災害時のパネル等を展示します。

～下水道が守る 快適な暮らしと自然環境～～下水道が守る 快適な暮らしと自然環境～

下水道への早期接続をお願いします下水道への早期接続をお願いします下水道への早期接続をお願いします

下水道とは？

下水道ができると・・・

　富士見町では平成2年から、大切な自然を守り快適な生活を与えてくれる下水道の建設を進めています。平

成19年度末現在、普及率（町内で下水道を利用できる人の割合）96％、水洗化率（下水道に接続している人

の割合）89％となっています。下水道が使用できる区域の方は、早期に接続いただきますようお願いします。�

宅内工事に関する手続き等は、町指定工事店が代行しますので、お気軽にご相談ください。（※下水道の宅内

工事は町指定工事店でなければできません。）

　町では１日も早く快適な生活をしていただくため、下水道への接続工事をされる方に無利子で金融機関から

最高120万円までを７年返済で借りることができる「融資あっせん制度」を設けています。

下水道への早期接続をお願いします

■水洗便所等改造資金融資あっせん制度　―120万円を無利子で融資―

詳しくは、上下水道課 維持管理係（☎62-9354　　9354）へお問い合わせください。

　 住民福祉課 社会福祉係
　 　　　　☎62-9144　　9144
　 富士見町社会福祉協議会事務局
　 　　　　☎62-6766　　8988

〈主催〉�富士見町・富士見町社会福祉協議会
� 日赤富士見町分区

〈国および地方公共団体の機関による閲覧の状況〉

〈個人または法人による閲覧の状況〉

　 住民福祉課 住民係　☎62-9112　　9112

内 閣 府
大臣官房
政府広報室

水に関する
世論調査

平成20年
6月3日

富士見地区から
20歳以上の男女
　　　  （11名）

機関の名称
請求自由の
概　要

閲  覧  日
閲覧に係る
住民の範囲

金融広報
中央委員会

家計の金融
行動に関する
世論調査

平成20年
5月8日

富士見地区から
20歳以上の男女
　　　  （22名）

毎日新聞社
東京本社

読書
世論調査

平成20年
6月25日

富士見地区から
16歳以上の男女
　　　  （16名）

申　出　者
請求自由の
概　要

閲  覧  日
閲覧に係る
住民の範囲

有

有

有有

問

問
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

   

製
造
業
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

     

工
業
統
計
調
査
の
お
願
い

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

査
を
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の

活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、企
業
・

大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
経
済
産
業
省 

長
野
県 

富
士
見
町

   

長
野
県
消
費
生
活
条
例
が

              

制
定
さ
れ
ま
し
た

　
県
で
は
「
長
野
県
消
費
生
活
条
例
」

を
制
定
し
、
平
成
21
年
１
月
１
日
か

ら
施
行
し
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
消
費

者
の「
権
利
の
確
立
」と「
自
立
の
支
援
」

を
基
本
に
、
消
費
者
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
・

事
業
者
の
責
務
や
消
費
者
の
役
割
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
不
当
な

取
引
行
為
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

や
、
商
品
等
が
消
費
者
に
及
ぼ
す
危

害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
県
や
事
業

者
が
と
る
べ
き
措
置
な
ど
を
定
め
ま

し
た
。

　
県
で
は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
市

町
村
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
今
後

も
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

　 

長
野
県
生
活
文
化
課
　

　 

　
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
７
２

 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局

 

（
富
士
見
局
）
開
局
の
お
知
ら
せ

　
長
野
県
内
の
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者

で
は
、
２
０
１
１
年
７
月
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
終
了
に
向
け
て
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
中
継
局
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
12
月
よ
り
富
士
見
局
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ
・
Ｎ
Ｂ
Ｓ
・

Ｔ
Ｓ
Ｂ
・
ａ
ｂ
ｎ
〉
が
開
局
し
ま
し
た
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
鮮
明
で
高
画
質

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〈
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
〉

　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

　
〈
平
日
…
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

　   

土･

日･

祝
日
…
午
前
9
時
〜

　   

午
後
6
時
〉

　
（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　h

ttp
://w

w
w
.d
p
a
.o
r.jp
/�

　年末は、飲酒の機会が増えます。飲酒運転による悲惨な事故が後を絶ちません！
家族に飲酒運転をさせない。車で来た客には酒を出さない・・・など、飲酒運転撲滅に取り組みましょう。
　また、凍結や積雪で道路環境が悪くなります。ゆっくり発進・徐々に加速・エンジンブレーキを使うなど、冬道を安全に
乗り切りましょう。

年末の交通安全運動年末の交通安全運動 12月11日（木）～12月31日（水）

公 共 施 設 　 年 末 年 始  休 業 日

12月27日（土）～1月4日（日）

12月29日（月）～1月3日（土）

12月30日（火）～1月3日（土）

12月29日（月）～1月3日（土）

12月29日（月）～1月3日（土）

富 士 見 町 役 場

コミュニティ･プラザ

富士見町図書館

高原のミュージアム

井戸尻考古館･歴史民俗資料館

「ごみ・し尿」収集と「処理施設」 年末年始 休業日

12月28日（日）～1月3日（土）

12月28日（日）～1月4日（日）

12月28日（日）～1月4日（日） 

12月30日（火）～1月4日（日）

12月31日（水）午後～1月3日（土）

町 民 セ ン タ ー

海 洋 セ ン タ ー

町 内 体 育 施 設

地域包括支援センター

静 香 苑

業務・施設

期　　日

可燃ごみ 不燃ごみ 粗大ごみ し尿

収集
直接持込

（諏訪南清掃センター）
収集

直接持込
（粗大ごみ処理施設）

収集

12月27日（土）

12月28日（日）

12月29日（月）

12月30日（火）

12月31日（水）～1月4日（日）

○（9：00～16：30）

×

○（9：00～16：30）

○（9：00～16：30）

×

○

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

※し尿の収集
は12月26
日（金）まで
です。早め
に汲み取り
を行うよう
にしてくだ
さい。

　 建設課 生活環境係　☎62-9114　　9114

スローガン　信濃路は　ルールとマナーの　走るみち。
運動の重点　＊飲酒運転の根絶

　　　　　　＊高齢者の交通事故防止

　　　　　　＊全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　　　　　　＊夕暮時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

問

問 有
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くらしの情報

　 財務課 収納係　☎62-9123　　9123

募

集
久保川　たまき� 82歳� 十三男� 乙　事

小　松　源　一� 74歳� 源　一� 栗　生

植　松　モヽヱ� 88歳� 厚　生� 瀬沢新田

小　林　優　大� 0歳� 一　善� 富士見

小　林　みつる� 89歳� 光　延� 先　達

名　取　正　治� 86歳� む　つ� 上蔦木

小　林　初　門� 90歳� 政　敏�御射山神戸

小　池　藤　子� 76歳� 文　年� 富　里

平　出　まきゑ� 96歳� 輝　治� 葛　窪

窪　田　とし惠� 68歳� 高　一� 原の茶屋

小　林　正　子� 94歳� 忠　幸�御射山神戸

名　取　き　く� 88歳� 比東美� 瀬沢新田

窪　田　龍　斗� 智　明� 優　菜� 花　場

占　部　健太朗� 俊� やす美� 富士見

久保田　歩　夢� 秀　樹� かおり�御射山神戸

坂　本　め　い� 悠　葵� ゆかり� 桜ヶ丘

五　味　大　我� 勝　一� 裕　美� 立　沢

平　出　真　翔� 俊　憲� 方　子� 田　端

小　林　　蒼� 渡� 智　咲�御射山神戸

林　　　美　月� 修　司� 美　歩� 瀬沢新田

小　林　優　大� 一　善� 理　呼� 富士見

小　林　康　介� 一　善� 理　呼� 富士見

小　林　琴　音� 一　善� 理　呼� 富士見

武　井　奏　十� 健　治� 佐知子� 富　里

窪　田　隼　真� 順　一� 紀　子� 桜ヶ丘

窪　田　智　穂� 智　史� 智　子� 富　里

五　味　奏　乃� 春　基� 絵美香� 乙　事

� りゅう�� と

� けん�た�ろう

� あゆ�� む
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� こう��すけ

� こと�� ね

� かな�� と
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� ち� � ほ

� かな�� の

住民だより住民だより 11月11月
 ■10月15日～11月14日の届出■ 〈敬称略〉
●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

掲載可能なお届けはありませんでした。

結婚おめでとう結婚おめでとう
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固定資産税（第3期）

後期高齢者医療保険料／国民健康保険料

保育料／有線電話使用料／住宅使用料

※毎週火曜日は午後7時まで夜間納税窓口を開設して
　います。ご利用ください。

納期限・振替日は12月25日（木）です

,

問

問

有

問

有

問 有
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◆法律相談　　　　住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談　　社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988

12月16日（火）・24日（水）・1月6日（火）

12月18日（木） 富士見地区

12月18日（木） 本郷・落合・境地区

資源物の収集資源物の収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課 社会体育係　☎62-2400　　2750

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

女 性 の た め の
悩 み 相 談

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

西伊豆町
夕陽の郷マラソン大会

1月10日（土）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

主な行事主な行事

コミュニティ・プラザ
12月13日（土）
午前10時30分～

12月20日（土）
午後2時～
12月23日（火・祝）
午後2時～

図書館クリスマス会

コミュニティ・プラザロビーコンサート

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

コミュニティ・プラザ
12月29日（月）
午後2時～

月イチ上映会

コミュニティ・プラザ
1月4日（日）
午前10時30分～

図書館新春イベント

コミュニティ・プラザ
1月6日（火）
午前9時30分～

新春子ども書初め大会

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

富士見町役場前駐車場
他

1月11日（日）
午前9時～

富士見町消防団出初式

12月19日（金）
午前10時～午後3時

役場3階  301会議室
1月7日（水）
午前10時～午後3時

清　泉　荘

町民センター

行 政 相 談

心 配 ごと 相 談

出 張 年 金 相 談

12月19日（金）
午前10時～午後3時

コミュニティ・プラザ法 律 相 談 12月12日（金）
午後1時～午後5時

結 婚 相 談

12月16日（火）
       23日（火・祝）
1月6日（火）
午後1時～午後6時

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

12月（12月11日～1月10日）くら ガイドくらしし ガのの イド

高 原 病 院
☎62-3030

高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

さくら藤沢薬局
☎61-1815

高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

30日（火）

高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

31日（水）

高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

01日（木）

高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

02日（金）

高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

03日（土）

小 池 病 院
☎62-2222

ミツワ西友薬局
☎62-7586

04日（日）

28日（日）

23日（火・祝）

21日（日）

14日（日）

月　　日 当  番  医 当番薬局

１２
　
　
　
　
　
　
月

1
　
　
　
月

１２
　
　
　
　
　
　
　
月

1
　
　
　
月

13日（土）

14日（日）

20日（土）

21日（日）

23日（火・祝）

27日（土）

28日（日）

29日（月）

30日（火）

31日（水）

01日（木）

02日（金）

03日（土）

04日（日）

10日（土）

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

６６-２０７８

６２-２０６５

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６２-６８１０

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

６２-７００４

６２-３２５３

３１５３

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

３２９３

８９４０

５３９６

３１５３

５８３３

２７６６

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

西伊豆町

12月26日（金）
午後7時30分～

フリースポーツデー 町民センター

12月17日（水）
1月8日（木）
午前10時～

町民センター
地域スポーツクラブ事業
ストレッチの集い

地域スポーツクラブ事業
すくすくスポーツ

12月17日（水）
       18日（木）
1月7日（水）
     8日（木）
午後6時30分～

茅野市
国際スケートセンター初心者スケート教室

1月10日（土）
午後1時30分～
午後3時～

八ヶ岳コンディショニング
サポート（乙事）

地域スポーツクラブ事業
キッズスポーツ冬季教室

12月14日（日）
前日出発

町民センター
12月12日（金）
午後7時～

行 政 書 士
無 料 相 談 会

12月18日（木）
午前10時30分～午後3時
対面及び電話相談
〈相談内容〉
 相続手続き・遺言及び契約
 等日常生活に関すること

長野県行政書士会館
☎026-224-1300

有

有

問

有問

要予約



こんにちはこんにちは

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです
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地 域 乳 幼 児 相 談

おやこふれあいの広場

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

16

◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

有

◆相談・教室

12月11日（木）

12月17日（水）

12月17日（水）

01月07日（水）

12月26日（金）

01月06日（火）

12月25日（木）

12月19日（金）

午前10:15～11:00

午前09:30～09:45

子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

保健センター

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

有

ガイド子子 ガイド健康健康

12月の保健日程12月の保健日程（12月11日～1月10日）

◆健康診査・予防接種

4ヵ月 児 健 診

7ヵ月 児 健 診

10ヵ月児健診

3 歳 児 健 診

3 種 混 合

B C G

平成20年8月生まれ

平成20年4月生まれ

平成20年1月生まれ

平成17年11月～12月生まれ

生後6ヵ月～7歳6ヵ月

平成20年7月7日～平成20年10月6日生まれ

午後0:40

午後1:00

午後1:40

午後1:00

午後1:30

午後1:15～1:50（受付）

保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 集　合　時　間 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

ぬかりなし  今年も健診  健康チェック
住民福祉課　保健予防係

と の

脳トレで認知症予防脳トレで認知症予防

朝、昨晩食べたものを詳しく思い出す

親親

　先月は、脳を元気にするヒントをご紹介しました。今月は、より実践的な脳のトレーニング方法をご紹介

します。普段の生活にちょっとだけプラスすることで、脳のトレーニングになります。

　昨晩は「焼き魚とけんちん汁だった」と、メニューを思

い出すだけではなく、素材や調味料のひとつひとつを具

体的に思い浮かべることで、脳が働きます。

散歩しながら写真を撮る

　ウォーキングは脳にいいですが、それに

写真を撮るという作業を付け加えるとさ

らに効果はアップします。写真を撮るには、

構図を決めたりアングルを工夫したり、そ

のために自分の体の位置を移動したり腰

を曲げたりと、複合的な作業が必要とされ、

海馬や前頭前野が刺激されてジョギング

と同様の効果が出ます。

新しい料理にチャレンジする

　料理は出来上がりを想像しながら、材

料を刻んだり、煮たり、味をつけたりす

る複合作業なので、前頭葉が活性化しま

す。それが手馴れた一品ではなく、新し

いメニューに挑戦したり何台もガスレン

ジを同時に駆使したりすれば、なお効果

的です。

新聞の記事から「の」を拾い出す

　新聞を読むときに、「の」がいくつあるか数えます。そ

の際、漢字や熟語の中に入っている「の」も忘れずに数

えましょう。記事を理解しながら字を拾うという、ふたつ

の作業を同時に行なうのは、けっこう大変です。

ニュースを見ながら耳さわり

　テレビのニュースを見ながら、アナウンサーが「あ」と

発音したら自分の右耳をさわり、「き」と発音したら左耳

をさわります。ゲームのようですが、小脳と前頭葉を活性

化させます。慣れてきたら右耳には左手、左耳には右手と、

反対をさわるようにしましょう。

自分にとって難しい本を読む

　自分の慣れ親しんだ分野ではなく、

未知の世界の本を読みましょう。知

らない単語や、よく知っている論旨

の組み立て方とは違った展開を理

解しようとすると、記憶力や二重の

課題を処理する力が鍛えられます。

一度で全部わからなくても、繰り返

し読むときっと意味が通じるように

なって、興味がわいてくるはずです。

問
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第1回“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”

【材　料 （かぼちゃ 中1個分）】

かぼちゃ：中1個　 さつま芋：300ｇ　 りんご：1ケ半　 干しぶどう：30ｇ
バター：60ｇ　 砂糖：大さじ3　 シナモン適量

【作り方】

かぼちゃのフタになる部分を切り落とし、中身を取り出す。
バター・砂糖・シナモンを混ぜ合わせ、かぼちゃの内側に塗る。
さつま芋は皮をむいて茹で、つぶしておく。
りんごはいちょう切りにし、砂糖をかけておく。　
がぼちゃの中に干しぶどう・㈫㈬を混ぜ合わせつめる。
フタをして外側にバターを塗り、180℃のオーブンで1時間位焼く。
食べやすい大きさに切っていただく。

㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯

　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、どう

ぞ応援をよろしくお願いします。

今月は、横吹で『�なかみつ』をお父さんと一緒に営む中村光貴さんをご紹介します。

　今月から富士見町栄養士会と富士見町食生活改善推進協議会の皆さんに、季節にちなんだ富士見ならではのお

料理を紹介していただきます。地場産の旬の食材を使った昔からの郷土食や行事食、また、現代風にアレンジした

新しい味など、栄養的にも優れた富士見オリジナル版です。 ご家族で楽しく作って、おいしくお召し上がりください。

～若い力を明日へ～～若い力を明日へ～ 第6回第6回

中村光貴さん
（27歳  横吹）

『�なかみつ』 二代目（修行中）

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

光ケーブルの工具・医療機器・車などに使われる部品を、主にマシニングセ
ンターという大型機械を使って試作、製造しています。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

家業が精密業だったので、幼い頃から機械が動いている仕事場が身近にあり、
時々手伝いもしていたので、この仕事に興味を持ちました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

家業に入りまだ1年程度ですので、最近までわからないことだらけでした。
なので、全てに苦労しています。（笑！）

Q４ この仕事をしていて良かったことは？

今後の抱負をお聞かせください

まだそれ程多くの仕事をやっているわけではないのでわかりませんが、自分
が携った物が無事納品された時はほっとしますね。

Q５
現在、製造業は大変厳しい時代になっています。より良い製品を作ることは
当然ですが、今後は更に製品に付加価値を付けること、また、父の作り上げて
きたものをより大きくし、より広い分野で活躍していければと思います。

最後に一言!最後に一言!
まだまだ駆け出しですが、これから多くの経験を積んで、何か社会に貢献できる仕
事や夢のある仕事を手掛けていくことができればいいな、と思っています。
富士見で事業をやっていこうと思っている若い皆さん、一緒にがんばりましょう！

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆
さんをご紹介しています。

▲3Ｄ－ＣＡＤ（3次元キャド）を使って
　部品の設計

高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味
12月は冬至

かぼちゃ料理をどうぞ！

冬至になぜ かぼちゃを食べるの！

　冬至は一陽来復（いちようらいふく）
とも言われ、この日を境に日照時間が
少しずつ長くなりますが、寒さはこれ
からが本番、かぼちゃを食べると"風邪
をひかなくなる“などの言い伝えがあり、
また、「ん」がつく食べ物を食べると幸
運になると言われ、かぼちゃ（南瓜 な
んきん）もそのひとつでした。

かぼちゃの栄養は！

　黄色い果肉にはベータカロ
テンが豊富、動脈硬化・ガン・
心臓病の予防になります。ま
た粘膜を丈夫にし、
かぜの予防にも
なるほか、肌
もツルツルに
なります！

かぼちゃ料理ワンポイント

　日本かぼちゃは水分が多く柔らかいので煮物・蒸し物に。
西洋かぼちゃはホクホクしてバター・生クリームと相性が
いいので、パイ・洋風料理に最適。ペポかぼちゃ（おもちゃ
かぼちゃ）は味がないので観賞用。
　かぼちゃを煮る時は、種を取って適当な大きさに切り、
皮をところどころむいておくと味がしみやすく煮崩れしま
せん。また、切ったかぼちゃに砂糖をまぶし、3時間ほどお
いてから少量の酒を加えて煮るとホクホク感が出ます。
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題題題題話話

　10月19日 八ヶ岳陸上競技場を発着点に第55

回富士見高原名勝探訪駅伝競走大会が開催されま

した。�

　この大会には、小学生から一般まで過去最多の

102チームおよそ400人が参加、紅葉が美しい富

士見高原でさわやかな汗を流しました。

　10月18日 保健センターで日本赤十字社富士

見町分区主催の救急法講習会が開かれました。�

　けがに対する応急手当の必要性を講師の名取増

昭さんにお話しいただいた後、きずや骨折、特殊な

けがの応急処置について、三角巾などを使って実

習しました。

　災害時などは、誰でも応急処置ができることが

必要です。今後定期的に救急法についての講習会

を開催していきますので、ぜひ、ご参加ください。

身につけよう 応急手当

　11月2日 昭和3年11月に開

駅した信濃境駅の80周年を祝う

式典と祝賀会が、地元の皆さん

の手で開かれました。�

　記念式典では、「開駅80年の歴史を振り返り、開駅時、また開駅依頼ご尽力

いただいた皆様方に感謝し、この駅が未来永劫存続できることを祈りたい。」

と平出英夫実行委員長が挨拶。また、富士見駅の矢島駅長は、｢ひとつの町に3

つの駅があることは全国でもひとつだが、この駅を地域の皆さんが管理し守っ

てくれていることこそ誇りです。」と挨拶。

　開駅記念マラソン大会をかわきりに、各地区等からの出し物や境小学校児童

の信濃境駅を詠んだ俳句発表、また、30周年時に上演された演劇「開駅秘話 

南瓜物語」も再上演され、地元駅への思いが深まったあたたかな一日でした。

獅子舞い（葛窪）獅子舞い（小六） 太鼓演奏（南中学校）

俳句発表（境小学校）

長持ち（高森）長持ち（池袋）

演劇「開駅秘話 南瓜物語」

獅子舞い（葛窪）獅子舞い（小六） 太鼓演奏（南中学校）

俳句発表（境小学校）

小川鉄道大臣へのお土産の南瓜が
ころがり、物語はめでたしめでたし
小川鉄道大臣へのお土産の南瓜が
ころがり、物語はめでたしめでたし長持ち（高森）長持ち（池袋）

秋の高原をかける! 名勝駅伝

地元住民が手づくりで祝った

「信濃境駅 　　　
　　 開駅80周年」

演劇「開駅秘話 南瓜物語」
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　10月26日 コミュニティ･プラザで「図書館まつ

り」が開かれ、大勢の親子連れで賑わいました。

　おはなし会や読み聞かせなど、想像力を広げな

がら楽しいお話の時間を満喫した子どもたちは、き

っと心豊かに成長してくれることでしょう。

子どもたちいっぱいの
図書館まつり

町 の町 の町 の町 の

　今月は先能集落組合から「区民研修旅行」と、かつて南信一と言わ
れた「平林製材所」をご紹介します。

　先能は全13戸の小さな集落です。小さいからこそ、とてもまとまり
があって、恒例の「区民研修旅行」はもう何十年も続いているそうです。
旅行には各戸から１～２名が参加、資料館の見学や陶芸・パンづくり
体験などの研修も兼ね、りんご狩りやぶどう狩りなどに出かけてい
るとのこと。かつては子どもたちも連れて潮干狩りなどに行った時
代もあったそうですが、近年は子どもが少なくなり旅行は大人ばか
りになってしまいました。また、田植え上がりには村中が集まり、公
民館の庭で焼き肉会をするのも年中行事のひとつだそうで、大家族
のようなほのぼのした先能集落組合です。�
　さて、むかし先能に南信一の大きな製材所があったことをご存じでしょうか。石本一雄さんに当時のお話を

伺いました。
　集落下の釜無川と乙貝川の合流点近くに「平林製材所」ができ
たのは昭和２年頃、工場では30人程の人が働いており、地元の人
の他に遠く他県から来ている人たちもいたので、敷地の一角には
宿舎や大きな風呂もありました。釜無の奥の大沢からツガ・モミ・
トウヒ・ブナなどの大木を切り出し、トロッコに積んで軌道で運
び出したそうです。木材は板物・柱物・箱物などに加工され、毎日
トラックで富士見駅に運び出されました。また、木材が並べられ
た河原は子どもたちの絶好の遊び場で、時にはコッソリお風呂に
入ったりもしたそうです。昭和24～25年に閉業となりましたが、「古
き時代の良き思い出」と石本さんは語っておられました。　

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第14回  先  能 『区民研修旅行』

次回は瀬沢をご紹介します。

　10月19日 井戸尻史跡公園で恒例の「高原の縄

文王国収穫祭」が開かれ、およそ600人が訪れま

した。�

　特設ステージで収穫の祭式やくく舞などが披露

された他、会場では古代米のおにぎりやシコクビエ

のおかきの試食、木の実のアクセサリーづくり、石

臼での粉挽き、また土器の野焼きなどたくさんの

ワークショップが開かれました。来場された皆さんは、

数千年の時を超えた文化や生活を観賞し、体験して、

秋晴れの一日を縄文王国で楽しく過ごしました。

青空の下で収穫の祭り

▲区民研修旅行 （平成18年）

▲平林製材所の木材置場（昭和7～8年頃）

縄文土器や土偶から想像される古（いにしえ）の「くく舞」
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姉妹町西伊豆だより西伊豆だより

優 秀 賞

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　10月23・24日の両日、富士見町から「町民友

好のバス」に参加した28名の方々が来町されま

した。「友好のバス」は、昭和55年に始まり、富士

見町から来ていただくのは今回で16回目になり

ます。

　1日目は、『らんの里堂ヶ島』などを見学、2日目

には黄金崎クリスタルパークにおいて、グラスに

絵を描き、砂を吹き付ける“サンドブラスト”と呼

ばれる技法で、世界に一つだけのマイグラス製作

を体験していただきました。

　両日共、あいにくの雨に見舞われてしまいまし

たが、次回こそは「“ふるさと”と言いたくなる夕陽」

をぜひご観賞いただけるよう、またのお越しをお

待ちしています。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『赤岳山頂に上る晩秋の明月』
小　口　隆　三
（富士見）

◆町 の 人 口　平成２０年１１月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,438人（－1）
　　　　　　　男 7,599人（＋1）　女 7,839人（－2）
　　　　　　　世帯数／5,663世帯（＋4）
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ユニーク景観部門【ユニーク景観賞】

16回目の来町 「町民友好のバス」16回目の来町 「町民友好のバス」

　風邪が流行る時季になりました。もう20年も前のことで
すが、家の息子は本当によく風邪をひき、熱を出す子どもで
した。勤めている私に代わり、病院に連れていくのはいつも
おばあちゃんの役目。
　そんなある日、やはり風邪をひいて病院に行った時のこと。
小児科にしては少し怖いような大柄な男の先生だったそう
ですが、グッタリした息子を背負った母に、「おばあちゃん、本
当にご苦労様。」と言って深々と頭を下げられたそうです。
その一言に母の心はとても温められたと聞き、私も胸が熱く
なりました。先生の下さった「心の処方箋」を思い出し、子育
て中のお母さんやおばあちゃんにエールを送ります。
　最後になりましたが、本年も「広報ふじみ」をご覧いただ
き、ありがとうございました。どうぞ、良いお年をお迎えく
ださい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （尾沼）

編 集 後 記

黄金崎クリスタルパークで、マイグラス製作を体験

▼

富士見町図書館  ☎62‐7930  　8142

“メリー クリスマス”“メリー クリスマス”“メリー クリスマス”

コミュニティ･プラザ クリスマスイベント ご案内
☆図書館クリスマス会  12/13（土） 午前10時30分～
　　　　楽しい絵本・クリスマスアニメ・サンタさんからの
　　　　プレゼント　他

☆ロビーコンサート㈰  12/20（土） 午後2時～
　　　　演奏：リコーダーアンサンブル コスモス�
　　　　　　　スッド･ステラ･ギターアンサンブル

☆ロビーコンサート㈪  12/23（火・祝） 午後2時～
　　　　演奏：オカリナ ゆりの会

問 有


